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４
月
１
日
付
け

３
月
31
日
付
け

山
武
市
職
員
の
人
事
異
動

（
　
）内
は
前
部
署
職
名

　
　
　
　
　
　
　
　　

石
橋
　
昌
美

（
企
画
政
策
課
長
）

小
﨑
　
健
次

（
農
商
工・
観
光
課
長
）

峰
　
安
宏
　

（
議
会
事
務
局
次
長
）

渡
邊
　
聰
　

（
教
育
総
務
課
長
）

小
野
　
稔
　

（
図
書
館
長
）

小
川
　
雅
弘

（
消
防
防
災
課
長
）

石
橋
　
和
記

（
財
政
課
副
主
幹
）

平
出
　
博
男

（
環
境
保
全
課
主
幹
）

関
　
嘉
和
　

（
秘
書
課
長
）

小
川
　
陽
　

（
土
木
課
副
主
幹
）

吉
田
　
文
子

（
会
計
課
長
）

秋
庭
　
孝
章

（
収
税
課
主
幹
）

瀧
川
　
浩
之

（
課
税
課
副
主
幹
）

古
谷
　
修
一

（
土
木
課
長
）

小
堀
　
英
一

（
松
尾
出
張
所
副
主
幹
）

田
上
　
和
弘

（
わ
が
ま
ち
活
性
課
主
幹
）

德
武
　
雅
康

（
任
期
付
職
員
）

鈴
木
　
幸
宏

（
地
域
医
療
推
進
課
副
主
幹
）

菱
木
　
司
　

（
農
商
工・
観
光
課
主
幹
）

横
地
　
博
　

（
農
商
工・
観
光
課
副
主
幹
）

大
谷
　
広
貴

（
農
商
工・
観
光
課
副
主
幹
）

吉
井
　
克
行

（
課
税
課
長
）

所
田
　
吉
泰

（
財
政
課
副
主
幹
）

髙
橋
　
宏
和

（
都
市
整
備
課
副
主
幹
）

伊
藤
か
ほ
る

（
子
育
て
支
援
課
副
主
幹
）

髙
宮
　
英
雄

（
地
域
医
療
推
進
課
長
）

浦
上
　
康
信

（
再
任
用
職
員
）

小
川
　
宏
治

（
総
務
課
副
主
幹
）

鵜
澤
　
政
仁

（
学
校
教
育
課
指
導
室
長
）

齊
田
　
謙
一

（
千
葉
県
教
育
委
員
会
）

小
堀
　
英
信

（
松
尾
出
張
所
長
）

土
井
　
紀
子

（
市
民
課
長
）

宮
負
　
勲
　

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

総
務
部
長

経
済
環
境
部
長

議
会
事
務
局
長

教
育
部
長

財
政
課
長

子
育
て
支
援
課
長

水
道
課
長

生
涯
学
習
課
長

土
木
課
主
幹

社
会
福
祉
課
副
主
幹

高
齢
者
福
祉
課
副
主
幹

緑
海
保
育
所
長

市
民
課

高
齢
者
福
祉
課

健
康
支
援
課

環
境
保
全
課

な
ん
ご
う
こ
ど
も
園

大
平
小
学
校

蓮
沼
小
学
校

学
校
教
育
課
長
　

（
千
葉
県
教
育
委
員
会
）

学
校
教
育
課
主
幹
　

（
千
葉
県
教
育
委
員
会
）

学
校
教
育
課
指
導
主
事

（
千
葉
県
教
育
委
員
会
）

　《
部
長
級
》

総
務
部
長

経
済
環
境
部
長

議
会
事
務
局
長

教
育
部
長

《
課
長
級
》

秘
書
課
長
　

企
画
政
策
課
長

財
政
課
長

消
防
防
災
課
長

市
民
課
長

市
民
課
主
幹

国
保
年
金
課
長

課
税
課
長

課
税
課
主
幹

松
尾
出
張
所
長

社
会
福
祉
課
主
幹

子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
主
幹

健
康
支
援
課
主
幹

農
商
工・
観
光
課
長

農
商
工・
観
光
課
主
幹

　農
商
工・
観
光
課
主
幹

　土
木
課
長

土
木
課
主
幹

都
市
整
備
課
主
幹

会
計
課
長

水
道
課
長

水
道
課
主
幹

教
育
総
務
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
指
導
室
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

生
涯
学
習
課
長

図
書
館
長

《
退
職
者
》

齊
藤
　
光
一

戸
村
　
利

大
木
　
豊
之

加
瀬
　
芳
美

石
田
　
徳
男

石
橋
　
敬
一
郎

浦
上
　
康
信

篠
崎
　
君
子

萬
木
　
茂

今
関
　
三
枝
子

宮
野
　
祥
子
　

角
田
　
恵
子

山
﨑
　
知
子

髙
島
　
朋
子

須
川
　
映
美

鈴
木
　
和
典

佐
々
木
　
房
子

川
島
　
絹
代

漆
戸
　
孝
子

《
派
遣
解
除
職
員
》

　
　（
　
）内
は
派
遣
元
名

宮
川
　
欣
也

井
上
　
博
文

髙
野
　
隆
博

く
ろ
し
お
短
歌
会

左
千
夫
短
歌
会

弱
者
わ
れ
老
ゆ
ら
く
も
と
な
さ
び
し
か
も
言
葉
尠
し
正
月
三
日

憂
き
事
も
楽
し
き
事
も
去
年
と
な
り
心
の
ペ
ー
ジ
に
そ
っ
と
記
し
ぬ

耳
い
た
く
き
いゝ
た
り
け
り
正
月
の
三
日
夜
覚
め
て
霜
の
降
る
音

街
燈
に
氷
柱
が
下
が
る
北
の
街
ヘッ
ド
ラ
イ
ト
は
虹
の
輪
か
ざ
る

新
年
を
祝
う
師
走
の
気
忙
し
さ
解
か
れ
て
喜
び
初
日
拝
み
む

野
良
犬
の
又
サ
ン
ダ
ル
を
持
逃
げ
す
腹
立
た
し
く
も
か
わ
い
く
も
あ
り

今
関
　
久
義

鈴
木
ひ
さ
よ

関
島
恵
美
子

平
野
　
文
子

今
関
満
寿
江

佐
伯
　
慶
一

ヴ
ァ
ン
ゴ
ッ
ホ
と
いへ
ば
孤
独
を
思
ひ
戦
争
と
個
人
に
つい
て
思
ひ
眠
ら
ず

短
詩
型
の
道
ゆ
く
友
あ
り
真
実
の
友
少
き
に
そ
の
真
実
の
友

白
萩
の
散
り
敷
く
さ
庭
眺
め
お
り
幾
許
も
無
く
今
年
も
終
わ
る

街
路
樹
の
銀
杏
あ
ま
ね
く
葉
を
落
と
し
見
通
し
よ
く
な
り
北
風
寒
し

汚
れ
な
き
雪
積
る
庭
お
り
立
ち
ぬ
さ
く
さ
く
と
踏
む
空
気
も
凍
る

半
年
を
葱
と
と
り
く
み
飽
き
も
せ
ず
今
日
も
明
日
も
又
つ
づ
く
道

大
原
は
雪
こ
そ
良
け
れ
寺
々
の
抹
茶
の
席
か
ら
見
る
雪
景
色

闇
迫
る
池
の
鴨
ら
の
羽
ば
た
き
て
海
へ
と
発
た
ん
支
度
な
し
お
り

つ
ら
ら

今
関
　
久
義

永
山
　
洋
子

前
田
　
一
夫

﨑
ヨ
シ
子

今
関
　
礼
子

岡

本

　

秀

土
屋
　
耕
一




